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A. 研究目的； 

本研究は関節リウマチ診療の地域間格差，施設間格

差を是正するために「超音波検査をツールにした関

節リウマチ診療拠点病院ネットワークの構築」を目

的とする。そのために、１）関節超音波検査の普及

と教育活動を行い、２）関節超音波検査のピットフ

ォールを同定し、エキスパートによりコンセンサス

の形成を行い、３）関節超音波検査を用いた早期関

節リウマチ診断基準の確立を行う。 

 

B. 研究方法； 

１）関節超音波検査の普及と教育活動 

標準化された指針とモデルを用い、日本リウマチ学

会各支部において、超音波検査講習会を実施し、関

節リウマチ診療の標準化を図る。より習熟度の高い

検者を全国より募り、中級者向けの講習会を行い、 

アンケート調査等から講習会の研修効果を評価する。

また「日本リウマチ学会登録ソノグラファー制度」 

をより充実させるための方策を提言する。 

 

 

 

２）関節超音波検査のピットフォールの同定とコン

センサスの形成 

滑膜病変評価における偽陽性ピットフォールを同定

し、多施設でコンセンサスの形成を行い、参照資料

を作成する。 

３）関節超音波検査を用いた早期関節リウマチ診断

基準の確立とそれを用いた早期治療介入およびタイ

トコントロールの有効性の検討  

 

C. 研究結果 

１）関節超音波検査の普及と教育活動 

（1）平成23年に「関節超音波撮像法ガイドライン」、

平成26年に「関節超音波評価ガイドライン」がそれ

ぞれ発表された。（2）EULAR の関節超音波講習会開

催に関する推奨に準拠する形で指針を作成した。講

師一人当たりの受講者数を制限すること、全体の半

分以上の時間を実習にあてること、RA患者を対象に

実習する時間を設けることなどが記載された。平成

24年に日本リウマチ学会近畿支部、関東支部におい

て初心者向け講習会が開催された。平成25年からは

全ての支部で初心者向け講習会が毎年開催されてい

研究要旨 関節リウマチ診療の地域格差および施設間格差を是正するためには、各地域に関節リウマチ拠点病

院を設置することが必要不可欠である。近年、リウマチ診療における関節超音波検査の有用性が広く認識され

るようになったが、関節超音波検査は関節リウマチの特徴的な病態を明確に描出するため、リウマチ診療に極

めて有用である。そこで本分担研究では、関節超音波検査を診療のツールとして用い、日本リウマチ学会超音

波標準化委員会とともにその普及と標準化活動を行うことにより、高度かつ標準化された関節リウマチ診療を

提供可能な拠点病院を形成し、それらの病院のネットワーク構築を目指す。このことにより、「本邦の関節リウ

マチ診療の均てん化」が可能となる。 



る。さらにアドバンスコースは平成25年から毎年開

催されている。参加者アンケートの結果は毎回ほぼ

同様であり、講習会全体および講義、各実習の満足

度は良好であった(平均 6.2～8.5 [10 段階評価])。

講義スライド・配布資料の充実、より多くの患者を

対象とした実習を望む意見があった。（3）平成26年

に日本リウマチ学会登録ソノグラファー制度の規

則・カリキュラムを作成した。平成26年は237名が

登録ソノグラファーとして学会に登録された。 

 

２）関節超音波検査のピットフォールの同定とコン

センサスの形成 

滑膜病変の偽陽性に関わる要因を本領域のエキスパ

ートのコンセンサスにより同定し、その参照画像集

を提供することを目的とした。系統的文献レビュー

では、11件の超音波検査による滑膜炎または腱鞘滑

膜炎評価の偽陽性に関連する文献が同定された。そ

れに基づき21の偽陽性の要因の候補が挙げられ、そ

の中で11の要因でコンセンサスが得られた。それら

は I. グレースケール評価に関するものと II. ドプ

ラ評価に関するものに分類され、前者はさらにA. 非

特異的な滑膜所見、および B. 低輝度または異方性

により滑膜肥厚と混同されやすい解剖構造、後者は

さらにA. 関節包内の正常血管、ならびにB. 多重反

射に分類された。これらの項目を示す、49点の静止

画と 23 点の動画を含む、24 の健常者の関節例につ

き、コンセンサスが得られた。本研究では、関節超

音波による滑膜病変評価における偽陽性が初めて系

統的に検討され、有用な参照資料が作成された。 

 

３） 関節超音波検査を用いた早期関節リウマチ診断基

準の確立とそれを用いた早期治療介入およびタイト

コントロールの有効性の検討 

発症 6 ヶ月以内の未治療診断未確定関節炎 127 例を

対象に後ろ向きに評価し、RA早期診断における超音

波の意義を検証し、新たに『超音波を用いた早期関

節リウマチ診断（分類）基準』の確立を目指した。

早期診断において超音波PDグレード2以上の滑膜炎

の重要性を再確認するとともに、それを軸に血清学

的所見などを組み合せることで診断精度を向上でき

た。また、九州地区における超音波をキーワードに

した多施設共同研究（前向き観察研究）の推進を試

みた。分子標的治療における超音波評価の有用性を

確認するとともに、超音波を用いたリウマチ診療の

広がりが確認できた。 

 

D. 考察 

１）関節超音波ガイドラインの作成、日本リウマチ

学会関節超音波講習会の開催、日本リウマチ学会登

録ソノグラファー制度の導入を通じて我が国でも関

節超音波検査が普及しつつある。関節超音波検査の普

及により関節リウマチ診療の標準化が期待できる。その

証明のための多施設共同臨床研究などを通じた日本

発のエビデンスの発信の準備が整いつつある。 

 

２）関節超音波による滑膜病変評価における偽陽性

が、初めて系統的に検討された。関節超音波検査に

おける偽陽性の要因は偽陰性のものと比して認識さ

れにくく、今回の結果と参照画像は、関節超音波に

よる滑膜病変評価の特異性を向上させる貴重な資料

となる。また本研究結果は、今後個々の関節におけ

る特異的なピットフォールを検討する上で、有用な

枠組みを提供することが期待される。 

 

３）超音波を用いた早期RA診断（分類）基準案の提

示が可能と思われ、また、超音波を用いたリウマチ

診療の有用性と広がりが確認された。超音波をツー

ルにした RA 診療拠点病院ネットワーク構築分科会

で行った研究成果により、ガイドラインなどに反映

できるエビデンスの構築を目指したい。 

 

E. 結論 

関節超音波をツールにして、検査の普及／教育活動を

通じて、関節リウマチ診療拠点病院のネットワークを我

が国に構築する事を目的に本研究分科会活動を行っ

ている。 

 関節超音波ガイドラインの作成、日本リウマチ学会

関節超音波講習会の開催、日本リウマチ学会登録ソ



ノグラファー制度の導入を通じて我が国でも関節超

音波検査が普及しつつあり、それによりリウマチ診療の

標準化が期待できる。その証明のための多施設共同臨

床研究などを通じた日本発のエビデンスの発信の準備

が整いつつある。 

 関節超音波検査の標準化のために、滑膜病変の偽陽

性に関わる要因を本領域のエキスパートのコンセンサ

スにより同定し、その参照画像集を提供する準備が整っ

た。さらに、超音波を用いた早期RA診断（分類）基準

案の提示が可能と思われた。また、超音波を用いた

リウマチ診療の有用性と広がりが確認された。 
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